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環境ソリューション専門委員会

2011年度活動報告

エネルギーマネジメントの重要性と

ＩＴソリューション
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はじめに

環境配慮やエネルギー安全保障の観点から、世界的にエネルギーマネジメントの重要性が高まっています。

さらに、国内においては2011年の震災以降、新たなエネルギーミックスや再生可能エネルギー導入促進に関

する議論、技術開発が活発化し、社会レベルでエネルギー基盤が大きく急速に変化しつつあります。

本資料は、こうした環境変化への対応がこれからの企業経営の重要課題であるとの認識のもとに、ＩＴ利活用

によるマネジメント強化の参考にしていただくためにまとめたものであり、以下の４章で構成しています。

第一章第一章第一章第一章 背景と課題背景と課題背景と課題背景と課題

電力需給や環境問題等を背景としたこれから取り組むべき課題

第二章第二章第二章第二章 社会基盤エネルギーマネジメント社会基盤エネルギーマネジメント社会基盤エネルギーマネジメント社会基盤エネルギーマネジメント

次世代エネルギー社会基盤の姿とそれを構成する再生可能エネルギー等の紹介

第三章第三章第三章第三章 エネルギーマネジメントシステムＩＳＯ５０００１エネルギーマネジメントシステムＩＳＯ５０００１エネルギーマネジメントシステムＩＳＯ５０００１エネルギーマネジメントシステムＩＳＯ５０００１

2011年6月に発行されたエネルギーマネジメント標準規格ＩＳＯ５０００１の概要を紹介

第四章第四章第四章第四章 企業のエネルギーマネジメントの課題とＩＴによる対策企業のエネルギーマネジメントの課題とＩＴによる対策企業のエネルギーマネジメントの課題とＩＴによる対策企業のエネルギーマネジメントの課題とＩＴによる対策

企業のエネルギーマネジメントの現状とマネジメント強化に有効なＩＴ活用の利用イメージ紹介
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1111章章章章 背景と課題背景と課題背景と課題背景と課題
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エネルギーマネージメント強化の三つの観点

�エネルギーの安定供給エネルギーの安定供給エネルギーの安定供給エネルギーの安定供給

必要なときに必要なだけ利用できる環境を目指す必要なときに必要なだけ利用できる環境を目指す必要なときに必要なだけ利用できる環境を目指す必要なときに必要なだけ利用できる環境を目指す

�環境問題への配慮環境問題への配慮環境問題への配慮環境問題への配慮

資源枯渇や気候変動への対応などを考慮資源枯渇や気候変動への対応などを考慮資源枯渇や気候変動への対応などを考慮資源枯渇や気候変動への対応などを考慮

�エネルギーコストの抑制と安定化エネルギーコストの抑制と安定化エネルギーコストの抑制と安定化エネルギーコストの抑制と安定化

エネルギー利用に伴う経済的負担の軽減と予測可能性の担保エネルギー利用に伴う経済的負担の軽減と予測可能性の担保エネルギー利用に伴う経済的負担の軽減と予測可能性の担保エネルギー利用に伴う経済的負担の軽減と予測可能性の担保
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エネルギーの安定供給のために

環境配慮と需給安定性を維持していくためには環境配慮と需給安定性を維持していくためには環境配慮と需給安定性を維持していくためには環境配慮と需給安定性を維持していくためには

戦略転換戦略転換戦略転換戦略転換とととと供給サイドと需要サイドの協調供給サイドと需要サイドの協調供給サイドと需要サイドの協調供給サイドと需要サイドの協調が不可欠が不可欠が不可欠が不可欠

＜これまでのエネルギー政策＞＜これまでのエネルギー政策＞＜これまでのエネルギー政策＞＜これまでのエネルギー政策＞

•エネルギー源の多様化

•石油安定確保

•省エネ推進

•新エネ開発

原発停止

原油価格高騰

気候変動
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環境問題への配慮

�限りある資源限りある資源限りある資源限りある資源

有限資源に対し、人口増加に伴いエネルギー消費は増加の一途

�環境破壊、環境汚染環境破壊、環境汚染環境破壊、環境汚染環境破壊、環境汚染

化石燃料の使用に伴う大気汚染、CO2増加等の問題

過度な資源採掘による環境破壊

化石燃料のより化石燃料のより化石燃料のより化石燃料のより効率的で効率的で効率的で効率的でCO2排出の少ない利用技術開発排出の少ない利用技術開発排出の少ない利用技術開発排出の少ない利用技術開発と、と、と、と、

利用効率向上利用効率向上利用効率向上利用効率向上などの工夫が必要などの工夫が必要などの工夫が必要などの工夫が必要

再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用を促進しを促進しを促進しを促進し持続可能性と持続可能性と持続可能性と持続可能性と

エネルギー自給率を高めていくエネルギー自給率を高めていくエネルギー自給率を高めていくエネルギー自給率を高めていくことが必要ことが必要ことが必要ことが必要

当

面

長

期
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エネルギーコストの安定化と抑制

� 企業活動におけるエネルギーコストの占める割合は小さくない企業活動におけるエネルギーコストの占める割合は小さくない企業活動におけるエネルギーコストの占める割合は小さくない企業活動におけるエネルギーコストの占める割合は小さくない

� 電力料金値上げ、原油価格高騰など影響は増加の傾向電力料金値上げ、原油価格高騰など影響は増加の傾向電力料金値上げ、原油価格高騰など影響は増加の傾向電力料金値上げ、原油価格高騰など影響は増加の傾向

窯業 6.8％

鉄鋼 6.1％

繊維 5.2％

パルプ・紙・紙加工品

4.9％

非鉄金属 3.8％

食料品 2.1％

(「環境省 H16 環境税の具体案」より)

製麺業 8.0％

印刷業 7.2％

外食 4～5.0％

スーパー 1.2％

（「東京都環境整備公社

東京都地球温暖化防止活動促進センター」よ

り）

工場生産高に占めるエネルギーコスト工場生産高に占めるエネルギーコスト工場生産高に占めるエネルギーコスト工場生産高に占めるエネルギーコスト 売上高に占めるエネルギーコスト売上高に占めるエネルギーコスト売上高に占めるエネルギーコスト売上高に占めるエネルギーコスト
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震災以降議論されている事項

�新たなエネルギーミックス新たなエネルギーミックス新たなエネルギーミックス新たなエネルギーミックス

�分散電源等の仕組み分散電源等の仕組み分散電源等の仕組み分散電源等の仕組み

�再生エネルギー利用率向上再生エネルギー利用率向上再生エネルギー利用率向上再生エネルギー利用率向上

対応対応対応対応 具体的対策（例）具体的対策（例）具体的対策（例）具体的対策（例）

見える化の徹底と市場メカニ見える化の徹底と市場メカニ見える化の徹底と市場メカニ見える化の徹底と市場メカニ

ズムの活用ズムの活用ズムの活用ズムの活用

スマートメーターの導入促進スマートメーターの導入促進スマートメーターの導入促進スマートメーターの導入促進

需給調整契約の普及需給調整契約の普及需給調整契約の普及需給調整契約の普及

柔軟な電気料金メニューの創設・拡充柔軟な電気料金メニューの創設・拡充柔軟な電気料金メニューの創設・拡充柔軟な電気料金メニューの創設・拡充

需要家による省エネ促進需要家による省エネ促進需要家による省エネ促進需要家による省エネ促進

（需要構造の改革）（需要構造の改革）（需要構造の改革）（需要構造の改革）

ＨＥＭＳ／ＢＥＭＳの導入促進ＨＥＭＳ／ＢＥＭＳの導入促進ＨＥＭＳ／ＢＥＭＳの導入促進ＨＥＭＳ／ＢＥＭＳの導入促進

蓄電池の導入促進蓄電池の導入促進蓄電池の導入促進蓄電池の導入促進

住宅・ビルの省エネルギー投資の促進住宅・ビルの省エネルギー投資の促進住宅・ビルの省エネルギー投資の促進住宅・ビルの省エネルギー投資の促進

省エネ製品・部品の生産拡大の促進省エネ製品・部品の生産拡大の促進省エネ製品・部品の生産拡大の促進省エネ製品・部品の生産拡大の促進

多様な主体が参加した供給力多様な主体が参加した供給力多様な主体が参加した供給力多様な主体が参加した供給力

増強支援増強支援増強支援増強支援

（供給構造の改革）（供給構造の改革）（供給構造の改革）（供給構造の改革）

再生可能エネルギーの導入促進再生可能エネルギーの導入促進再生可能エネルギーの導入促進再生可能エネルギーの導入促進

住宅用太陽光の導入促進住宅用太陽光の導入促進住宅用太陽光の導入促進住宅用太陽光の導入促進

自家発・コジェネレーションシステムの導入促進自家発・コジェネレーションシステムの導入促進自家発・コジェネレーションシステムの導入促進自家発・コジェネレーションシステムの導入促進

自家発余剰電力の有効活用自家発余剰電力の有効活用自家発余剰電力の有効活用自家発余剰電力の有効活用

電力会社自らによる追加供給電力会社自らによる追加供給電力会社自らによる追加供給電力会社自らによる追加供給

出所 エネルギー・環境会議「エネルギー需給安定行動計画」をもとに作成

【政策論点の例】
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企業に求められる具体的な例

•調達コストの抑制（電力値上げ、原油価格高騰など）調達コストの抑制（電力値上げ、原油価格高騰など）調達コストの抑制（電力値上げ、原油価格高騰など）調達コストの抑制（電力値上げ、原油価格高騰など）

•省エネ機器の積極導入省エネ機器の積極導入省エネ機器の積極導入省エネ機器の積極導入

•再生可能エネルギーの積極的利用再生可能エネルギーの積極的利用再生可能エネルギーの積極的利用再生可能エネルギーの積極的利用

•使用エネルギーの情報公開・共有・事例公開使用エネルギーの情報公開・共有・事例公開使用エネルギーの情報公開・共有・事例公開使用エネルギーの情報公開・共有・事例公開

•ピークシフトの推進ピークシフトの推進ピークシフトの推進ピークシフトの推進

•CO2排出抑制に対する積極的取組み排出抑制に対する積極的取組み排出抑制に対する積極的取組み排出抑制に対する積極的取組み

•余剰電力売買余剰電力売買余剰電力売買余剰電力売買

•確実に推進するためのエネルギーマネジメントの構築確実に推進するためのエネルギーマネジメントの構築確実に推進するためのエネルギーマネジメントの構築確実に推進するためのエネルギーマネジメントの構築

•デマンドレスポンスへの対応デマンドレスポンスへの対応デマンドレスポンスへの対応デマンドレスポンスへの対応 etc.
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企業のエネマネに関わるＩＣＴの主たる役割

�計画計画計画計画

• 削減計画とその実績の把握

• モニタリング・分析

• 企業活動に関わるエネルギー使用量

• 事業とエネルギー消費の関連 など

�制御制御制御制御

• 設備運転の最適制御によって利便性と効率性の両立 など

�予測予測予測予測

• 気象情報等を加味した電力需要予測

• 使用実績や活動計画に基づく使用量の予測 など

�情報共有情報共有情報共有情報共有

• 行政や投資家等への報告や開示

• 地域コミュニティへの説明責任

• ステークホルダー間で連携した改善活動 など
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2222章章章章 社会基盤エネルギーマネジメント社会基盤エネルギーマネジメント社会基盤エネルギーマネジメント社会基盤エネルギーマネジメント
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次世代のエネルギー社会基盤の全体像

� 再生可能エネルギーや、次世代自動車、スマートファクトリ等が大規模に普及

� 次世代エネルギーを支援する社会レベルでの高度なエネルギマネージメント

� 各企業は、最適エネルギー調達に加え、自社保有の再生エネルギーや電池などを活用

した企業レベルのエネルギーマネジメントが必要

出典：（株）日立製作所の資料をもとにJEITAにて改訂
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社会システム全体のエネルギー最適化

� 社会システム全体のエネルギー最適化のためには、企業や一般家庭なども含め、個々

にエネルギー最適化に取り組むことが必要

� 新たなエネルギーミックス、分散電源の仕組み、再生エネルギー利用率向上

出典：（株）日立製作所の資料をもとにJEITAにて改訂
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電力系統と需給バランスの最適化

�供給、電力系統、需要が連携し、最適制御を実施

�企業内では、企業全体のエネルギー需要を管理するエネルギー管理（EEMS*1
）

出典：（株）日立製作所の資料をもとにJEITAにて改訂
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電源別発電量の実績と見通し（平成電源別発電量の実績と見通し（平成電源別発電量の実績と見通し（平成電源別発電量の実績と見通し（平成22年度）年度）年度）年度）

原子力依存の低減や、再生エネルギー導入比率の向上等、現在、新たな

エネルギーミックスについての政策議論中

再エネ導入比率

の拡大

原子力依存度

の低減

出典：中央電力協議会「平成出典：中央電力協議会「平成出典：中央電力協議会「平成出典：中央電力協議会「平成22年度供給計画の概要（平成年度供給計画の概要（平成年度供給計画の概要（平成年度供給計画の概要（平成22年年年年3月）」他月）」他月）」他月）」他

エネルギーミックスの議論エネルギーミックスの議論エネルギーミックスの議論エネルギーミックスの議論

エネルギーミックスの議論
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構成要素について ～太陽光発電～

出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省 次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料
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構成要素について ～風力発電～

出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省 次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料
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構成要素について ～バイオマス発電～

出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省 次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料
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構成要素について ～水力発電～

出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省 次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料
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構成要素について ～地熱発電～

出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省 次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料次世代エネルギー・社会システム協議会資料
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規模別の蓄電池利用ケース規模別の蓄電池利用ケース規模別の蓄電池利用ケース規模別の蓄電池利用ケース

構成要素について ～蓄電池～

出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省 蓄電池システム産業戦略研究会報告書（平成蓄電池システム産業戦略研究会報告書（平成蓄電池システム産業戦略研究会報告書（平成蓄電池システム産業戦略研究会報告書（平成22年年年年5月）月）月）月）
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二次電池開発ロードマップ（二次電池開発ロードマップ（二次電池開発ロードマップ（二次電池開発ロードマップ（NEDO））））

構成要素について ～蓄電池(続き）～

出典：出典：出典：出典：NEDO二次電池技術開発ロードマップ二次電池技術開発ロードマップ二次電池技術開発ロードマップ二次電池技術開発ロードマップ2010
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熱供給形態熱供給形態熱供給形態熱供給形態

構成要素について ～熱供給～

出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省 まちづくりと一体となった熱エネルギーの有効利用に関する研究会（平成まちづくりと一体となった熱エネルギーの有効利用に関する研究会（平成まちづくりと一体となった熱エネルギーの有効利用に関する研究会（平成まちづくりと一体となった熱エネルギーの有効利用に関する研究会（平成23年年年年8月）月）月）月）
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熱供給実態（用途別）熱供給実態（用途別）熱供給実態（用途別）熱供給実態（用途別）

構成要素について ～熱供給～

出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省出典：経済産業省 まちづくりと一体となった熱エネルギーの有効利用に関する研究会（平成まちづくりと一体となった熱エネルギーの有効利用に関する研究会（平成まちづくりと一体となった熱エネルギーの有効利用に関する研究会（平成まちづくりと一体となった熱エネルギーの有効利用に関する研究会（平成23年年年年8月）月）月）月）
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３章３章３章３章 エネルギーマネジメントシステムエネルギーマネジメントシステムエネルギーマネジメントシステムエネルギーマネジメントシステム

ISOISOISOISO５０００１５０００１５０００１５０００１
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マネジメント事項マネジメント事項マネジメント事項マネジメント事項 （例）（例）（例）（例）マネジメント事項マネジメント事項マネジメント事項マネジメント事項 （例）（例）（例）（例）

企業におけるエネルギーマネジメントの必要性

エネルギーマネジメント

が経営の重要課題

エネルギー

リスク

マネジメント

エネルギー

使用効率化

マネジメントへの外的要求マネジメントへの外的要求マネジメントへの外的要求マネジメントへの外的要求

•エネルギー供給の不安定化エネルギー供給の不安定化エネルギー供給の不安定化エネルギー供給の不安定化

•エネルギー供給の上限設定エネルギー供給の上限設定エネルギー供給の上限設定エネルギー供給の上限設定

•エネルギー価格の高騰エネルギー価格の高騰エネルギー価格の高騰エネルギー価格の高騰

マネジメントへの内的要求マネジメントへの内的要求マネジメントへの内的要求マネジメントへの内的要求

•エネルギー調達コスト削減エネルギー調達コスト削減エネルギー調達コスト削減エネルギー調達コスト削減

•CO2排出の抑制排出の抑制排出の抑制排出の抑制

企業の持続的成長企業の持続的成長企業の持続的成長企業の持続的成長

業務継続性業務継続性業務継続性業務継続性

投資抑制投資抑制投資抑制投資抑制

利潤追求利潤追求利潤追求利潤追求

施策の施策の施策の施策の

優先付け優先付け優先付け優先付け

各設備の各設備の各設備の各設備の

電力量把握電力量把握電力量把握電力量把握

設備稼働の設備稼働の設備稼働の設備稼働の

必要性評価必要性評価必要性評価必要性評価

使用量の使用量の使用量の使用量の

目標値設定目標値設定目標値設定目標値設定

設備稼働設備稼働設備稼働設備稼働

時間計画時間計画時間計画時間計画

ピークピークピークピーク

電力削減電力削減電力削減電力削減

生産性と生産性と生産性と生産性と

省エネ両立省エネ両立省エネ両立省エネ両立

世界的な流れ

•各国での各国での各国での各国でのEnMSEnMSEnMSEnMS
*1*1*1*1

規格の策定規格の策定規格の策定規格の策定

•ISO50001ISO50001ISO50001ISO50001の策定の策定の策定の策定(2011/6)(2011/6)(2011/6)(2011/6)

• 省エネ、機器使用効率化、カーボンマネジメ省エネ、機器使用効率化、カーボンマネジメ省エネ、機器使用効率化、カーボンマネジメ省エネ、機器使用効率化、カーボンマネジメ

ントの観点からのニーズに対応ントの観点からのニーズに対応ントの観点からのニーズに対応ントの観点からのニーズに対応

• 効率化の観点であり、リスクマネジメントの観効率化の観点であり、リスクマネジメントの観効率化の観点であり、リスクマネジメントの観効率化の観点であり、リスクマネジメントの観

点ではない点ではない点ではない点ではない

*1 *1 *1 *1 Energy Management SystemEnergy Management SystemEnergy Management SystemEnergy Management System
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ISO50001の目的と特徴

目的目的目的目的

組織が使用しているエネルギーに関し、その効率、使用及び組織が使用しているエネルギーに関し、その効率、使用及び組織が使用しているエネルギーに関し、その効率、使用及び組織が使用しているエネルギーに関し、その効率、使用及び

消費量を含むエネルギーパフォーマンスを改善するために必消費量を含むエネルギーパフォーマンスを改善するために必消費量を含むエネルギーパフォーマンスを改善するために必消費量を含むエネルギーパフォーマンスを改善するために必

要なシステム及びプロセスの確立を可能にすること要なシステム及びプロセスの確立を可能にすること要なシステム及びプロセスの確立を可能にすること要なシステム及びプロセスの確立を可能にすること

マネジメントパフォーマンスの改善マネジメントパフォーマンスの改善マネジメントパフォーマンスの改善マネジメントパフォーマンスの改善

マネジメントパフォーマンスをPDCAによって、

改善していく枠組みを持っている

マネジメントパフォーマンスの改善マネジメントパフォーマンスの改善マネジメントパフォーマンスの改善マネジメントパフォーマンスの改善

マネジメントパフォーマンスをPDCAによって、

改善していく枠組みを持っている

エネルギーパフォーマンスの改善エネルギーパフォーマンスの改善エネルギーパフォーマンスの改善エネルギーパフォーマンスの改善

エネルギーレビューを実施して改善すべきポ

イントを把握し、エネルギーベースラインを現

状分析より設定し、エネルギーパフォーマン

ス指標(EnPI)を具体的に設定することにより、

改善していく枠組みを持つ

エネルギーパフォーマンスの改善エネルギーパフォーマンスの改善エネルギーパフォーマンスの改善エネルギーパフォーマンスの改善

エネルギーレビューを実施して改善すべきポ

イントを把握し、エネルギーベースラインを現

状分析より設定し、エネルギーパフォーマン

ス指標(EnPI)を具体的に設定することにより、

改善していく枠組みを持つ

他の類似規格との整合性確保他の類似規格との整合性確保他の類似規格との整合性確保他の類似規格との整合性確保

環境、品質、安全等の他の類似規格との統

合が可能

他の類似規格との整合性確保他の類似規格との整合性確保他の類似規格との整合性確保他の類似規格との整合性確保

環境、品質、安全等の他の類似規格との統

合が可能

地理的、文化的、社会的な相違に地理的、文化的、社会的な相違に地理的、文化的、社会的な相違に地理的、文化的、社会的な相違に

よらず、適用可能よらず、適用可能よらず、適用可能よらず、適用可能

発展途上国の中小企業などでも実施できる

地理的、文化的、社会的な相違に地理的、文化的、社会的な相違に地理的、文化的、社会的な相違に地理的、文化的、社会的な相違に

よらず、適用可能よらず、適用可能よらず、適用可能よらず、適用可能

発展途上国の中小企業などでも実施できる

トップマネジメントの強化トップマネジメントの強化トップマネジメントの強化トップマネジメントの強化

トップの責任比重が従来のマネジメント規格

と比較して増加、たとえば中期経営計画の

中にもエネルギーパフォーマンスに関する

数値目標を入れ込むべきとする

トップマネジメントの強化トップマネジメントの強化トップマネジメントの強化トップマネジメントの強化

トップの責任比重が従来のマネジメント規格

と比較して増加、たとえば中期経営計画の

中にもエネルギーパフォーマンスに関する

数値目標を入れ込むべきとする
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ISO50001のマネジメントシステム

�ISO50001ではではではではISO14001と同様にと同様にと同様にと同様にPDCAに基づく継続的改善のﾌﾚｰﾑﾜｰｸを採用に基づく継続的改善のﾌﾚｰﾑﾜｰｸを採用に基づく継続的改善のﾌﾚｰﾑﾜｰｸを採用に基づく継続的改善のﾌﾚｰﾑﾜｰｸを採用

• 継続的改善の対象は、エネルギーパフォーマンス及びマネジメントパフォーマンス

【【【【エネルギー方針エネルギー方針エネルギー方針エネルギー方針】】】】

トップマネジメントによって表明されたｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌトップマネジメントによって表明されたｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌトップマネジメントによって表明されたｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌトップマネジメントによって表明されたｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌ

ｫｰﾏﾝｽに関する組織の全体的な意図及び方向ｫｰﾏﾝｽに関する組織の全体的な意図及び方向ｫｰﾏﾝｽに関する組織の全体的な意図及び方向ｫｰﾏﾝｽに関する組織の全体的な意図及び方向

付けに関する声明付けに関する声明付けに関する声明付けに関する声明

【【【【エネルギー方針エネルギー方針エネルギー方針エネルギー方針】】】】

トップマネジメントによって表明されたｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌトップマネジメントによって表明されたｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌトップマネジメントによって表明されたｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌトップマネジメントによって表明されたｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌ

ｫｰﾏﾝｽに関する組織の全体的な意図及び方向ｫｰﾏﾝｽに関する組織の全体的な意図及び方向ｫｰﾏﾝｽに関する組織の全体的な意図及び方向ｫｰﾏﾝｽに関する組織の全体的な意図及び方向

付けに関する声明付けに関する声明付けに関する声明付けに関する声明

【【【【エネルギー計画エネルギー計画エネルギー計画エネルギー計画】】】】

「エネルギー効率の改善」のための目的、目標及「エネルギー効率の改善」のための目的、目標及「エネルギー効率の改善」のための目的、目標及「エネルギー効率の改善」のための目的、目標及

び行動計画を策定。ベースラインとび行動計画を策定。ベースラインとび行動計画を策定。ベースラインとび行動計画を策定。ベースラインとEnPIの設定の設定の設定の設定

も行うも行うも行うも行う

【【【【エネルギー計画エネルギー計画エネルギー計画エネルギー計画】】】】

「エネルギー効率の改善」のための目的、目標及「エネルギー効率の改善」のための目的、目標及「エネルギー効率の改善」のための目的、目標及「エネルギー効率の改善」のための目的、目標及

び行動計画を策定。ベースラインとび行動計画を策定。ベースラインとび行動計画を策定。ベースラインとび行動計画を策定。ベースラインとEnPIの設定の設定の設定の設定

も行うも行うも行うも行う

【【【【実施及び運用実施及び運用実施及び運用実施及び運用】】】】

行動計画を実施。「行動計画を実施。「行動計画を実施。「行動計画を実施。「4.5.6 設計」及び「設計」及び「設計」及び「設計」及び「4.5.7 ｴﾈﾙｴﾈﾙｴﾈﾙｴﾈﾙ

ｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ、製品、設備及びｴﾈﾙｷﾞｰの調達」はｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ、製品、設備及びｴﾈﾙｷﾞｰの調達」はｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ、製品、設備及びｴﾈﾙｷﾞｰの調達」はｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ、製品、設備及びｴﾈﾙｷﾞｰの調達」は

50001での新規項目での新規項目での新規項目での新規項目

【【【【実施及び運用実施及び運用実施及び運用実施及び運用】】】】

行動計画を実施。「行動計画を実施。「行動計画を実施。「行動計画を実施。「4.5.6 設計」及び「設計」及び「設計」及び「設計」及び「4.5.7 ｴﾈﾙｴﾈﾙｴﾈﾙｴﾈﾙ

ｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ、製品、設備及びｴﾈﾙｷﾞｰの調達」はｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ、製品、設備及びｴﾈﾙｷﾞｰの調達」はｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ、製品、設備及びｴﾈﾙｷﾞｰの調達」はｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ、製品、設備及びｴﾈﾙｷﾞｰの調達」は

50001での新規項目での新規項目での新規項目での新規項目

【【【【マネジメントレビューマネジメントレビューマネジメントレビューマネジメントレビュー】】】】

エネルギーパフォーマンスとマネジメントエネルギーパフォーマンスとマネジメントエネルギーパフォーマンスとマネジメントエネルギーパフォーマンスとマネジメント

パフォーマンスをレビュー。ｴﾈﾙｷﾞｰ方針、パフォーマンスをレビュー。ｴﾈﾙｷﾞｰ方針、パフォーマンスをレビュー。ｴﾈﾙｷﾞｰ方針、パフォーマンスをレビュー。ｴﾈﾙｷﾞｰ方針、

EnPI、目的や目標、資源の配分を変更、目的や目標、資源の配分を変更、目的や目標、資源の配分を変更、目的や目標、資源の配分を変更

【【【【マネジメントレビューマネジメントレビューマネジメントレビューマネジメントレビュー】】】】

エネルギーパフォーマンスとマネジメントエネルギーパフォーマンスとマネジメントエネルギーパフォーマンスとマネジメントエネルギーパフォーマンスとマネジメント

パフォーマンスをレビュー。ｴﾈﾙｷﾞｰ方針、パフォーマンスをレビュー。ｴﾈﾙｷﾞｰ方針、パフォーマンスをレビュー。ｴﾈﾙｷﾞｰ方針、パフォーマンスをレビュー。ｴﾈﾙｷﾞｰ方針、

EnPI、目的や目標、資源の配分を変更、目的や目標、資源の配分を変更、目的や目標、資源の配分を変更、目的や目標、資源の配分を変更

監視、測定及び分析監視、測定及び分析監視、測定及び分析監視、測定及び分析監視、測定及び分析監視、測定及び分析監視、測定及び分析監視、測定及び分析

不適合に対する修正、不適合に対する修正、不適合に対する修正、不適合に対する修正、

是正処置及び予防処置是正処置及び予防処置是正処置及び予防処置是正処置及び予防処置

不適合に対する修正、不適合に対する修正、不適合に対する修正、不適合に対する修正、

是正処置及び予防処置是正処置及び予防処置是正処置及び予防処置是正処置及び予防処置

内部監査内部監査内部監査内部監査内部監査内部監査内部監査内部監査

＜ISO50001 エネルギーマネジメントシステムモデル＞

PDCAサイクルには、

エネルギーパフォーマンスと

マネジメントパフォーマンスの

向上が含まれる

【【【【点検点検点検点検】】】】

ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを定期監視し、測定分析。著ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを定期監視し、測定分析。著ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを定期監視し、測定分析。著ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを定期監視し、測定分析。著

しいｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と変動要因、しいｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と変動要因、しいｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と変動要因、しいｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と変動要因、EnPI、行動計、行動計、行動計、行動計

画の有効性などを考慮画の有効性などを考慮画の有効性などを考慮画の有効性などを考慮

【【【【点検点検点検点検】】】】

ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを定期監視し、測定分析。著ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを定期監視し、測定分析。著ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを定期監視し、測定分析。著ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを定期監視し、測定分析。著

しいｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と変動要因、しいｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と変動要因、しいｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と変動要因、しいｴﾈﾙｷﾞｰ使用量と変動要因、EnPI、行動計、行動計、行動計、行動計

画の有効性などを考慮画の有効性などを考慮画の有効性などを考慮画の有効性などを考慮

Plan

Do

Action

Check
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ISO50001とISO14001の関係
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ISO14001とISO50001の比較イメージ

マネジメントの改善

パフォーマンスの改善

14001

50001

環 境 側 面

�ISO14001があらゆる環境側面を対象としているのに対し、ISO50001はエネルギーに

特化してより強固なマネジメントを要求

�ISO50001では、、、

� エネルギーレビュー、エネルギーベースライン設定、エネルギーパフォーマンス指標設定

等を項目として設置し改善に関する数値的裏付けを要求

� 組織内へのエネルギーマネジメント重要性の周知徹底、目的・目標の設定、経営計画への

反映など、管理責任を経営トップに対して要求
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規格の構造はISO14001とほぼ同一であり、マネジメントシステムの統合は可能

ISO14001の上に、ISO50001の要求事項を追加し取込み、環境保全とエネルギー管理

の両活動を統合運用する、または併用することが可能

＜ISO50001とISO14001要求事項の対比表＞

ISO50001とISO14001の要求事項の比較

ISO50001 ISO14001
4.1 一般要求事項 4.1
4.2 経営層の責任 (4.4.1)

4.2.1 トップマネジメントトップマネジメントトップマネジメントトップマネジメント (4.4.1)
4.2.2 管理責任者 (4.4.1)

4.3 エネルギー方針エネルギー方針エネルギー方針エネルギー方針 4.2
4.4 エネルギー計画 4.3

4.4.1 一般

4.4.2 法、その他の要求事項 4.3.2
4.4.3 エネルギーレビューエネルギーレビューエネルギーレビューエネルギーレビュー 4.3.1
4.4.4 エネルギーベースラインエネルギーベースラインエネルギーベースラインエネルギーベースライン

4.4.5 ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ指標ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ指標ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ指標ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ指標

4.4.6 目的、目標、行動計画 4.3.3
4.5 実施及び運用 4.4

4.5.1 一般

4.5.2 力量、訓練、自覚 4.4.2
4.5.3 コミュニケーション 4.4.3
4.5.4 文書化 4.4.4.4.4.5
4.5.5 運用管理 4.4.6
4.5.6 設計

4.5.7 エネルギーサービス、製品、

設備及びエネルギーの調達

ISO50001 ISO14001
4.6 点検 4.5

4.6.1 監視、測定及び分析 4.5.1
4.6.2 法的要求遵守評価 4.5.2
4.6.3 EnMSの内部監査 4.5.5
4.6.4 不適合、是正、予防措置 4.5.3
4.6.5 記録の管理 4.5.4

4.7 マネジメントレビュー 4.6
4.7.1 一般

4.7.2 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰへのｲﾝﾌﾟｯﾄ

4.7.3 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰからのｱｳﾄﾌﾟｯﾄ

※ 1. 適用範囲、2. 引用規格、3. 用語及び定義 は省略

管理責任者（ISO14001）から最高経営層の役割へ

（トップの役割と責任が強化）

パフォーマンスの継続的改善に対するｺﾐｯﾄﾒﾝﾄを

含むなど、数量的な改善度合いの裏付けが重要

エネルギーパフォーマンスを重視。初回のエネル

ギーレビューによりベースライン（基準）、及び改

善度合いを測定するためのEnPI*を定義

* EnPI: Energy Performance Indicator, ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ指標
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エネルギーパフォーマンス指標（EnPI） ①

�ISO50001は”エネルギーパフォーマンスの改善”にフォーカスした規格であり、

EnPIとして何を用いるかが最重要ポイント

＜EnPIとは（定義）＞

• エネルギーパフォーマンスを評価（監視・測定）するための定量指標

• 単純な数値表現、それらの数値の比率、 複雑なモデルや数式で表現することも可

例） エネルギー効率、エネルギー原単位、エネルギー使用量 等

＜EnPIの決定プロセス＞

• エネルギーの使用状況を把握し改善活動全体を企画する『エネルギーレビュー』を 通じ

て、『EnPI』と、その基準値となる『エネルギーベースライン』を決定する

エネルギーレビューエネルギーレビューエネルギーレビューエネルギーレビュー

・エネルギー使用状況の分析

・著しくエネルギーを使用する領域の特定

・エネルギーパフォーマンス改善のための

優先順位付け

エネルギーベースラインエネルギーベースラインエネルギーベースラインエネルギーベースライン

・エネルギーパフォーマンスの改善を比較

評価するための基準値

エネルギーパフォーマンス指標（エネルギーパフォーマンス指標（エネルギーパフォーマンス指標（エネルギーパフォーマンス指標（EnPI））））
・エネルギーパフォーマンスの改善を測る

指標

（EnPI ＝ energy performance indicator, ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ指標）
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�EnPIEnPIEnPIEnPIの例の例の例の例

� エネルギー原単位

床面積あたり、在籍人員あたりのエネルギー使用量、

生産数量（重量、個数など）あたりのエネルギー使用量

� エネルギーの使用量

組織全体のエネルギー使用量、部門別のエネルギー

使用量ピーク使用電力量

� エネルギー効率

使用ボイラーの効率、エネルギーの変換効率

� その他

再生可能エネルギー使用率、グリーン電力使用率

など

�EnPIEnPIEnPIEnPI決定の際の留意事項決定の際の留意事項決定の際の留意事項決定の際の留意事項

� ダブルスタンダードにならないよう、省エネ法等の制度対応と合せてEnPIを設定する。

→ 省エネ法で用いられる「エネルギー消費原単位」は、適切な最有力のEnPIの一つと言える。

� 他のマネジメント要素と関連したものであることが望ましい。

→ エネルギー単独の指標に留まらず、必要に応じて売上や生産高等の指標と組み合わて使用する。

→ 企業全体に用いるだけでなく、必要に応じて向上・店舗等の部門毎や、サプライチェーンで連携するなど、目的と必

要性に応じて適用範囲と指標を設定する。

エネルギーパフォーマンス指標（EnPI ） ②

エネルギー

パフォーマンス

エネルギーエネルギー

の使用

エネルギーエネルギー

原単位

エネルギーエネルギー

効率

その他

エネルギーエネルギー

の使用量

エネルギーパフォーマンスの概念図
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� EnPIの監視と測定

•一定の間隔で監視、測定、分析

•著しくエネルギーを使用する施設や設備での連続的測定、 監視

•変化の原因の調査と改善

（例えば、エネルギーを使用している施設や設備の運転を止めるなど）

エネルギーパフォーマンス指標（EnPI） ③
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４章４章４章４章 企業のエネルギーマネジメント企業のエネルギーマネジメント企業のエネルギーマネジメント企業のエネルギーマネジメント

－－－－ 課題と対策課題と対策課題と対策課題と対策 －－－－

34
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現状調査の概要

• 当専門委員会では、エネルギーマネジメントに関して、より適確当専門委員会では、エネルギーマネジメントに関して、より適確当専門委員会では、エネルギーマネジメントに関して、より適確当専門委員会では、エネルギーマネジメントに関して、より適確

な情報を発信するべく、な情報を発信するべく、な情報を発信するべく、な情報を発信するべく、2010年度にアンケート調査を実施年度にアンケート調査を実施年度にアンケート調査を実施年度にアンケート調査を実施

•調査対象 ： 上場企業（※） および未上場有力企業

※東証１部、東証２部、東証マザーズ、ジャスダック上場企業

•対象地域 ： 全国

•調査票タイトル ： エネルギーマネジメントに関する実態調査

•調査期間 ： 2010 年11 月1 日～11 月17 日

•調査方法 ： 質問紙郵送法

•調査対象数 ： 3,760 社（上場企業3,157 社／ 未上場有力企業603 社）

•集計対象数 ： 309 社（8.22%）（上場企業274 社／ 未上場有力企業35 社）

•調査主体 ： 一般社団法人電子情報技術産業協会

•調査実施機関 ： 株式会社日経リサーチ
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エネルギー・マネジメント・レベル定義

レベルレベルレベルレベル ISO50001ISO50001ISO50001ISO50001の視点での本委員会の定義の視点での本委員会の定義の視点での本委員会の定義の視点での本委員会の定義

レベル０レベル０レベル０レベル０ •個々人の判断に任されている

レベル１レベル１レベル１レベル１ •主要拠点で、計測している

レベル２レベル２レベル２レベル２ •全社で、計測している

レベル３レベル３レベル３レベル３

•主要拠点でEnPIが定義され、エネルギー効率改善のPDCA（計画→実

施・運用→是正・予防）を実施

レベル４レベル４レベル４レベル４

•全社でEnPIが定義され、エネルギー効率改善のPDCAを実施

•EnPIが継続的改善できる

レベル５レベル５レベル５レベル５

•環境マネジメント（ISO14001）、品質マネジメント（ISO9001）等とマネジメン

ト統合して、戦略的に指標や仕組みを改善できる

•社会基盤の枠組みも利用した追加施策を取っている
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【ご参考】エネマネレベルとマネジメント統合

� 効率性と実効性を高めるにはマネジメントシステム統合を考慮

①BEMS,FEMS等の個別エネルギー・マネジメント・システム統合

②ERP等、他のシステムとの連携

③ISO14001,9001等の、他のマネジメント・システムとの統合

ISO50001 ISO14001 ISO9001

BEMS FEMS HEMS ・・・

レベルレベルレベルレベル2～～～～3
現状の大勢：

管理対象毎の情報システム

xEMSの統合レベルレベルレベルレベル3～～～～4
①

ERP、SCM、経営情報システム等との統合

ERP、SCM

レベルレベルレベルレベル4～～～～

②

レベルレベルレベルレベル5
③

マネジメントシステム統合
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現状評価の考え方

� エネルギー計測の範囲と精度

� EnPI定義の度合い

� PDCAの継続性

� 継続改善の有無

� エネルギー施策

• 回答内容を元に、各企業のマネジメント達成度合いを分析

• 下記の５つの指標によって評価
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企業の現状レベルの分布(1)

レベルレベルレベルレベル 現在現在現在現在((((社社社社)))) 3333年後年後年後年後((((社社社社))))

レベル0 33 9

レベル1 14 28

レベル2 199 161

レベル3 61 101

レベル4 1 4

レベル5 1 6

309 309

� 現状（2010年）では、レベル2の企業が最も多い

� 3年後（2013年）は着実に上のレベルにシフトしようとする傾向

� 特に、レベル2から3を目指す企業多数

各企業のエネルギー・マネジメント・レベル

現在と３年後予想の分布

0 50 100 150 200 250

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

レベル０ 現在

３年後

（社）
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各レベルで整備すべきマネジメントの機能

計画計画計画計画

運用・予防・運用・予防・運用・予防・運用・予防・

改善改善改善改善

計測・分析計測・分析計測・分析計測・分析

レベル０レベル０レベル０レベル０

レベル１レベル１レベル１レベル１

レベル２レベル２レベル２レベル２

レベル３レベル３レベル３レベル３

レベル４レベル４レベル４レベル４

レベル５レベル５レベル５レベル５

�エネルギー・マネジメントの各レベルで、計画エネルギー・マネジメントの各レベルで、計画エネルギー・マネジメントの各レベルで、計画エネルギー・マネジメントの各レベルで、計画/実施・運用実施・運用実施・運用実施・運用/計測・分析を行うた計測・分析を行うた計測・分析を行うた計測・分析を行うた

めに人間・設備・めに人間・設備・めに人間・設備・めに人間・設備・ITが担うステム機能は、概略以下のとおり。が担うステム機能は、概略以下のとおり。が担うステム機能は、概略以下のとおり。が担うステム機能は、概略以下のとおり。
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レベル３達成に必要なマネジメント機能とIT

ステップステップステップステップ マネジメント機能マネジメント機能マネジメント機能マネジメント機能 具備すべき具備すべき具備すべき具備すべきITITITIT機能例機能例機能例機能例 ソリューション紹介ソリューション紹介ソリューション紹介ソリューション紹介（次頁以降）（次頁以降）（次頁以降）（次頁以降）

計測・分析計測・分析計測・分析計測・分析 �経営目標に則した

モニタリング、分析、評価

�ＥＲＰとの連携

�エネルギー使用量の計測

�データの比較分析

�センサーを活用した見える化

など

�エネルギー消費の見える化

�電力デマンド監視

計画計画計画計画 �エネルギー全体計画

�設備計画

�シミュレーション

�計画系支援機能

�計画立案のための各種シミュレーシ

ョン （設備効率、生産とエネルギー消費の

関係、等）

など

�空調効率シミュレーション

�エネルギ消費ベンチマーキング

�エネルギー全体計画策定支援

�ＥｎＰＩ管理支援

運用・予防・運用・予防・運用・予防・運用・予防・

改善改善改善改善

�設備改善・調達改善

�運用改善（動的制御）

�計測・分析結果の

運用、計画への反映

�各種運用機能

�エネルギー使用量、生産量等の

フィードバックと動的制御

など

�最適空調制御

�センサーと連動した制御

�PC使用電力のスケジューリング
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� ビルのエネルギ消費の見える化を実現

� 時系列の分析や、エネルギー消費の詳細分析などが可能

エネルギー消費の見える化
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電力デマンド監視

�デマンド監視デマンド監視デマンド監視デマンド監視

• 目標とする電力使用量に対する30分単位などで、使用電力の詳細な監視

• 予測デマンドが目標デマンドを越えそうな場合には警告

電
力

使
用

量

時間

目標デマンド

標準デマンド

現在デマンド

予測

デマンド

30分
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� 空気の流れを見える化し空調効率向上を支援空気の流れを見える化し空調効率向上を支援空気の流れを見える化し空調効率向上を支援空気の流れを見える化し空調効率向上を支援

• 室内の温度分布と空調機からの空気の流れを熱流体シミュレーションで見える化

• 機器や什器のレイアウト、空調機の風向、風の強度、温度設定などの改善検討が可能

改善前改善前 改善後改善後

熱分布を等高線表示で確認

エアフローをアニメションで確認

課題：サーバ排熱風の

回り込み

対策：コールドアイル・

ホットアイルの分離

【【【【サーバルームの改善検討への適用例サーバルームの改善検討への適用例サーバルームの改善検討への適用例サーバルームの改善検討への適用例】】】】

空調効率シミュレーション
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エネルギ消費のベンチマーキング

� 各種ビルを分類し、床面積あたりのエネルギー消費量のベンチマークを作成

� ベンチマークデータを基に、ビルのエネルギ効率を評価

出典：財団法人 省エネルギーセンター 「ビルの省エネルギーガイドブック 2011-2012」
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エネルギー全体計画策定支援

�エネルギー情報と事業情報からエネルギー使用量等を予測

�エネルギー効率と事業計画を両立させる全体計画策定が可能

エネルギー実績

生産実績

エネルギー指標

生産計画

(次年度以降)

エネルギー予測

モニタリング

結果

エネルギー源

など基礎データ

ERP

節電計画/
省エネ計画/
エネルギー

調達計画

ERP



47
All Rights Reserved, Copyright ©  JEITA 2012 

EnPI管理支援 ～目標設定＆モニタリング

�過去の実績値等を基にベースラインを設定し、それに対する改善目標の設定を支援

�改善目標に対する最新実績の把握を支援

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

ベースライン

改善目標

変動分の改善

固定分の改善

生産量（ＵＮＩＴ）

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

量

（

ｋ

Ｗ

ｈ

）

◆

◆
◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

最新実績

エネルギー原単位を用いた改善設定の例
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�快適指数を高度に保ちながら、省エネ効率が最大になるように空調を制御

• 「暑い、ちょうどいい、涼しい」という感覚は、以下の要素によって決定

(1)温度、(2)湿度、(3)輻射温度、(4)気流速度、(5)人の活動量、(6)人
の着衣量

• これらの関係から、快適指数を導き出すことが可能

最適温度

制御演算部

ファジー

制御演算部

空調コントロール部

自動室温変動設定自動室温変動設定自動室温変動設定自動室温変動設定

温度温度温度温度 湿度湿度湿度湿度

空調空調空調空調

演算部

最適空調制御
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�室内の人の在／不在、人数、行動を認識し、活動量を推定室内の人の在／不在、人数、行動を認識し、活動量を推定室内の人の在／不在、人数、行動を認識し、活動量を推定室内の人の在／不在、人数、行動を認識し、活動量を推定

�上記に基づく空調・照明制御による省エネと快適性の両立上記に基づく空調・照明制御による省エネと快適性の両立上記に基づく空調・照明制御による省エネと快適性の両立上記に基づく空調・照明制御による省エネと快適性の両立

少少少少 大大大大活動量活動量活動量活動量

強弱

センサーと連動した制御
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13:0013:0013:0013:00 16:0016:0016:0016:00

バッテリー駆動バッテリー駆動バッテリー駆動バッテリー駆動ACACACAC電源で駆動電源で駆動電源で駆動電源で駆動 ACACACAC電源で駆動電源で駆動電源で駆動電源で駆動

ACACACAC消費電力消費電力消費電力消費電力

バッテリー容量バッテリー容量バッテリー容量バッテリー容量

ACACACACアダプターアダプターアダプターアダプター

からの供給をからの供給をからの供給をからの供給を

停止停止停止停止

電力需要の少な電力需要の少な電力需要の少な電力需要の少な

い時間帯にバッい時間帯にバッい時間帯にバッい時間帯にバッ

テリーを充電テリーを充電テリーを充電テリーを充電

ピークシフト時間帯ピークシフト時間帯ピークシフト時間帯ピークシフト時間帯

バッテリー

充電開始

バッテリー

駆動動作

バッテリーの残量

を見てAC電源駆

動へ切り替え

AC電源からの供給

を停止し、バッテリ

ー駆動に切り替え

ＰＣ使用電力のスケジューリング

�昼間の電力消費の一部を夜間にシフトして電力需要の平準化昼間の電力消費の一部を夜間にシフトして電力需要の平準化昼間の電力消費の一部を夜間にシフトして電力需要の平準化昼間の電力消費の一部を夜間にシフトして電力需要の平準化

電力需要のピーク時間帯に入ると、AC電源からの供給を止め、電力需要の少

ない時間帯に充電した電池を電源として動作

スケジュール

配信

・

・

・
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おわりに

今後、国内に留まらず国際的にも制度等の議論や技術開発が続今後、国内に留まらず国際的にも制度等の議論や技術開発が続今後、国内に留まらず国際的にも制度等の議論や技術開発が続今後、国内に留まらず国際的にも制度等の議論や技術開発が続

けられ、それに伴ってエネルギーに関する社会基盤は大きく変化けられ、それに伴ってエネルギーに関する社会基盤は大きく変化けられ、それに伴ってエネルギーに関する社会基盤は大きく変化けられ、それに伴ってエネルギーに関する社会基盤は大きく変化

していきます。していきます。していきます。していきます。

ＪＥＩＴＡでは、エネルギー政策や制度、技術開発動向、エネルギーＪＥＩＴＡでは、エネルギー政策や制度、技術開発動向、エネルギーＪＥＩＴＡでは、エネルギー政策や制度、技術開発動向、エネルギーＪＥＩＴＡでは、エネルギー政策や制度、技術開発動向、エネルギー

マネジメントの状況等について調査研究、情報提供を継続し、ＩＴマネジメントの状況等について調査研究、情報提供を継続し、ＩＴマネジメントの状況等について調査研究、情報提供を継続し、ＩＴマネジメントの状況等について調査研究、情報提供を継続し、ＩＴ

によって皆さまの活動を支援し続けることを目指します。によって皆さまの活動を支援し続けることを目指します。によって皆さまの活動を支援し続けることを目指します。によって皆さまの活動を支援し続けることを目指します。


